
第12回 女川町復興まちづくり説明会 

 

平成 ２６ 年 １１ 月 

女 川 町 

 １ 開会あいさつ 

２ 説明 

３ 質疑応答 

（１）造成工事進捗状況について 
 

（２）防集自立再建住宅地の事前登録について 
 

（３）宅地擁壁整備工事補助金について 
 

（４）高台住宅地Ａ’(換地）エリアのスケジュール等について 
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４ その他        



I. 中心市街地の工事進捗状況 
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II. 離半島部の工事進捗状況 

造成工事進捗状況について 
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工事現況 （中心市街地） 

女川駅周辺・大原地区 
Ｈ25.4～ 

荒立西地区 
造成完了 

荒立東地区 
一部造成完了 
※2期分造成中 

内山地区 
Ｈ26.1～ 

角浜地区 
一部造成完了 

水産加工団地 
一部造成完了 

石浜地区 
Ｈ25.12～ 

宮ケ崎高台地区 
Ｈ25.10～ 

女川河川橋梁 
Ｈ26.7～ 

鷲神浜地区 
Ｈ26.4～ 

旭が丘地区 
Ｈ26.7～ 

桜ケ丘・西区 
Ｈ26.4～ 

清水・日蕨地区 
Ｈ26.9～ 

小乗浜地区 
Ｈ26.11～ 
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H26.10.8撮影 

国道398号迂回路 遺構（女川交番） 

女川 ずい道 

駅舎 

運動場西 
駅北 

【現況】 大型重機による土工事   

      盛土進捗 85％ （119万㎥/140万㎥、駅周辺のみ） 

工事現況 （中心市街地 ＪＲ女川駅周辺） 
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現況写真  

工事現況 （荒立東） 

【現況】 宅地造成・一部引渡完了 

H26.10.8撮影 

宅地造成範囲 

国道398号バイパス 

石巻方面 

中心市街地方面 



6 

H26.10.8撮影 現況写真  

【現況】 国道398号バイパス 盛土工 

盛土進捗 35％（5万㎥/14万㎥）  

工事現況 （鷲神浜） 

国道398号 

女川地域医療センター 
石巻方面 

国道398号 
バイパス 

五部浦方面 
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【現況】 掘削 残土運搬、法面整形 

      切土進捗 7％（6.5万㎥/91万㎥） 
 

H26.10.8撮影 

国道398号 

通行止め中 

宮ケ崎高台 

工事現況 （中心市街地 宮ケ崎高台） 



工事現況 （石浜） 
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【現況】 盛土工事 盛土進捗 40％（19万㎥/48万㎥） 

H26.10.8撮影 

造成範囲 

国道398号 

通行止め中 

現況写真  

中心市街地方面 
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工事現況 （離半島） 

御前浜地区 

Ｈ26.1～ 

高白浜地区 

Ｈ25.11～ 

大石原浜地区 

造成完了 

野々浜地区 

宅地部 造成完了 
飯子浜地区 

Ｈ26.3～ 

塚浜地区 

Ｈ26.3～ 

桐ケ崎地区 

Ｈ26.1～ 
寺間地区 

Ｈ25.12～ 

竹浦地区 

Ｈ26.3～ 

出島地区 

造成完了 

尾浦地区 

Ｈ26.3～ 

指ケ浜地区 

Ｈ26.1～ 

横浦地区 

Ｈ26年度着手 

小屋取地区 

Ｈ26年度着手 



現況写真  
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H26.10.9撮影 

工事現況 （離半島 指ケ浜地区） 

仮設住宅 

【現況】 切盛土工 

      土工事進捗 23％（3万㎥/13.3万㎥）       

宅地造成完了 

公園整備完了 

宅地造成範囲 



現況写真  
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H26.10.9撮影 

工事現況 （離半島 尾浦地区） 

仮設住宅 

【現況】 東：残土搬出（石浜へ） ・西：伐採除根 

      土工事進捗 63％（3.9万㎥/6.2万㎥）  

宅地造成完了 

宅地造成範囲 

尾浦西 

尾浦東 

宅地造成範囲 
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H26.10.9撮影 
工事現況 （離半島 高白浜地区） 

【現況】 残土搬出、法面整形 

      土工事進捗 42％（1.6万㎥/3.8万㎥）  

現況写真  

宅地造成範囲 
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H26.10.8撮影 

【現況】 宅地部 造成完了 

工事現況 （離半島 野々浜地区） 

造成範囲 
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H26.10.10撮影 

工事現況 （離半島 寺間地区） 

【現況】 残土搬出 

      土工事進捗 50％（2.1万㎥/4.1万㎥）  

現況写真  

伐採 

宅地造成範囲 
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（１）荒立西地区・・・32宅地を対象に宅地地盤強度を再調査。 

  ３１画地は基準値（平均長期許容応力度30ｋＮ/㎡（約3トン/㎡）） 

  を満足。盛土部平均約７４kN/㎡（7.4トン/㎡） 。 

  1画地は基準値を満たさなかったため、町にて再施工実施。 
 

（２）今後は、地元住民参加の工事説明会を現地にて開催し、盛土 

  工事の施工方法、品質管理方法、宅地地盤強度試験を確認 

  いただくことにより、宅地品質への理解を深めていただきます。 
 

（３）なお、町の基準はあくまでも平均長期許容応力度30ｋＮ/㎡ 

  （約3トン/㎡）ですが、50ＫＮ/㎡（約5トン/㎡）以上の施工を 

  努力目標値として、更なる品質向上に努めていきます。 

品質確保のための取り組みについて 
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防集自立再建住宅地 
 

の事前登録について 
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事前登録制度の概要 

防災集団移転促進事業による 
●自立再建希望者を対象に移転先を登録する制度となります。 
 
自立再建希望者が、 
●入居する宅地を早期に内定し、入居時期等を把握し生活再建に向けた準備を行って   
  いただくために実施します。 

これまで実施した 
●過去２回の個別面談は登録申込みではありません。 
 
自立再建宅地の購入又は借地をご希望される方は、 

●今回の登録申込受付期間内に必ず登録申込みの手続きをお願いします。 

  ご注意 

●事前登録制度とは？ 
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●平成23年3月11日時点において、女川町の移転促進区域内に居住していた方。  

●移転先住宅地区内に居住するための宅地を購入・借地する方。 

●移転対象者が居住するための宅地を購入・借地する移転対象者の親族の方。 

●申込みできる方 

●申込みできない方 

●災害公営住宅（事前登録含む）に既にお申込みをした方。 

●A’エリア（従前地を嵩上げ後、居住可能）に居住していた方。 
か さ あ 

※その他、「申込みできない方」の要件は、手持ち資料をご確認ください。 

●登録申込受付期間・受付場所 

受付期間： 

 

受付時間： 

受付場所： 

平成２６年１２月１日（月）～平成２７年１月１４日（水）の平日 

なお、平成２７年１月１０日（土）・１１日（日）は休日受付をいたします。 

午前９時～午後５時（休日も同様です。） 

自立再建登録申込受付会場（女川町役場仮設庁舎１階） 
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募集宅地物件概要編 

各地区宅地完成予定図、建物参考プラ
ン、申込み要領、記入例など 

１２月の広報おながわと一緒に全戸配布 

今回配布される募集宅地物件概
要編の宅地完成予定図には電柱
などの記載がありますので、位置
などをご確認ください。 

申込み要領・各種手続き・注意事項編 

●事前登録のご案内詳細版 

主な内容 

配布時期 

方法 

※ 

申込み要領、手続きの詳細、法令に基
づく制限、記入例、Q&Aなど 

１１月末までに 面談時自立再建希望者へ
郵送および１２月１日から 窓口にて配布 

【図面のみかた】 

①：道路の高さ 

②：宅地の高さ 

③：L型擁壁 

④：のり面 

⑤：電柱など 

① 

② 

① 

③ 

④ 

主な内容 

配布時期 

方法 

⑤ 



20 

●事前登録完了までの流れ 

事前登録のご案内詳細版配布 

事前登録の申込受付 

事前登録完了 

抽選会の開催 

1宅地に複数の申込み 

当選 

当選できなかった 

１２月１日（月）～１月１４日（水） 

2次申込受付 

抽選会の開催 

1宅地に複数の申込み 

当選 

当選できなかった 

1宅地に1件のみの申込み 

1宅地に1件のみの申込み 

個別対応 
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●抽選になる宅地のイメージ 

複数申込み 

単独申込み 

単独申込み 

申込みなし 

宅地
Ｘ 

繰り上げ当選の仕組み 
１次抽選 

抽選者 
・Ａさん 
・Ｂさん 
・Ｃさん 

決定者 

Ａさん 

補欠順位 

１、Ｂさん 

２、Ｃさん 

 

Ａさんが土地の契約前に 

キャンセル 

 

 

 

補欠順「１位」であるＢさんが 

繰り上がって当選 

 

 

 ※補欠の権利を持ったまま 

   ２次申込みできます。 

●補欠・繰り上げ当選について 
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●事前登録対象地区図 

※完成予定時期については、造成工事などの状況により遅れる場合が 

  あります。（登録決定者には随時お知らせいたします。） 

宅地完成予定時期 
平成27年10月～平成28年3月 

募集宅地数：３３宅地 運動場西 
うんどうじょうにし 

宅地完成予定時期 
平成27年10月～平成28年3月 

募集宅地数：５宅地 ずい道 
ず  い  ど  う 

宅地完成予定時期 
平成27年10月～平成28年3月 

募集宅地数：６５宅地 女 川 
お な が わ 

宅地完成予定時期 
平成30年4月～平成30年9月 

募集宅地数：１７宅地 堀 切 山 
ほりきりやま  

宅地完成予定時期 
平成27年10月～平成28年3月 

募集宅地数：３１宅地 

旭 が 丘 
あさひがおか  

AH1-1～AH1-6 
 平成27年10月～平成28年3月 
AH3-1 
 平成29年10月～平成30年3月 

募集宅地数：７宅地 

宅地完成予定時期 

荒立東〈第2期〉 
あらだてひがし 

宅地完成予定時期 
平成29年10月～平成30年3月 

募集宅地数：２６宅地 

宮 ケ 崎 
み  や  が  さ  き  

宅地完成予定時期 
平成28年4月～平成28年9月 

募集宅地数：１０宅地 

清水・日蕨 
しみず・ひわらび  

（＋４） 

（＋５） 

（＋１） 

（－９） 

（±０） 

（＋１） 

（－５） 

（±０） 

小乗浜・離半島地区は地域のみな
さんの話し合いで決定するため、事
前登録の対象外となります。 

※ 

小 乗 浜 
こ  の  り  は  ま  
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●堀切山地区図 

募集宅地数：１７宅地 
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●宮ケ崎地区図 

募集宅地数：２６宅地 
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宅地擁壁（ようへき）整備工事補助金について 



国道３９８号 
ＢＰ 

国道３９８号 

平坦に造成を行う場合 

勾配をつけて造成を行う場合 

段々造成により宅地面積
（戸数）をより多く確保 

コントロールポイント 
・現況道路の高さは変えられない 

造成形状による検討（荒立西地区のケース） 
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段々造成により宅地面積
（戸数）をより多く確保 

切土量の削減 

及び工事期間の短縮 

地区界 

平坦に造成を行う場合 

勾配をつけて造成を行う場合 

造成形状による検討（女川地区のケース） 

27 

コントロールポイント 
・幹線道路の高さは変えられない 
・地区界より内側での宅地造成    

（町道）駅前鷲神線 
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補助内容 

 復興事業により女川町が造成した宅地において、住宅の再建等を行う場合、宅地内の高低
差対策又は土砂の流出を防ぐため居住者が行う擁壁（ようへき）整備工事に係る経費に対し、
予算の範囲内において補助金を交付することにより、住宅再建等の負担の軽減を図ることを
目的とする。 

① 

② 

③ 

④ 

町が造成した宅地に住宅の再建等を行う方 

再建等をした住宅に居住する方及び居住者のために住宅を建築する親族の方 

居住する宅地に擁壁整備工事を行う方 

市区町村税等に滞納がない方 

下記①～④にすべて該当する方。 対象者 

① 

② 

③ 

④ 

L型擁壁（プレキャスト・現場打ち） 
重力式擁壁 

土留めの機能を有する階段・スロープ 

その他国土交通大臣認定擁壁など 

町が造成した宅地で法面となっている箇所に下記①～④のいずれかの工事を実
施した場合。 

●宅地擁壁（ようへき）整備工事補助金概要 

対象経費の2分の1の額（上限１００万円）を補助します。 

対象工事 

補助金額 
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●宅地擁壁（ようへき）整備工事補助金参考例 

補助金の交付対象となる法面などの例 
対象 

対象外 

高低差のある隣地
法面は対象です。 

カーポート内の
法面は対象です。 

高低差のない隣地
境界は対象外です。 

補助金の交付対象となる工事の例 

L型擁壁（プレキャスト・現場打ち）で土留め対策工事は
対象です。 

重力式擁壁で土留め対策工事は対象です。 

【重力式擁壁】 
擁壁自体の重さにより背面の土地の圧力を支える擁壁 

※原則として建築基準法等において構造上問題のないものが対象となります。 

町が施工した現在の擁壁 
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●宅地擁壁（ようへき）整備工事補助金参考例 

補助金の交付対象とならない工事の例 ※建築基準法等の技術的基準を満たしていない場合対象外となります。 

ブロック塀での土留め対策工事は対象
外です。 

高低差のない隣地境界に設置する塀などの工事は対象外です。 

深基礎などの建物躯体と一体の工事は対象外です。 

※建物の工事とみなします。 
対象の擁壁に付帯するフェンスなどの工事は対象
外です。 

【その他対象外となる工事】 
・非住宅（事務所や工場、倉庫など）用地の擁壁工事 

・居宅部分の面積が総床面積の2分の1未満の兼用住宅（店舗、事務所など）の擁壁工事 
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●補助事業期間 

平成27年4月1日～平成33年3月31日 
 ※補助金は平成26年4月1日以降に実施された工事に適用されます。 

●補助金の計算例 

パターン① パターン②

種　別 金　額 金　額 内　訳　等

外構工事費の総額 ４００万円 ３００万円 フェンスや駐車場等の外構工事費全体の額

対象工事費の総額 ２２０万円 １００万円 上記のうち擁壁整備工事部分のみの額

補助対象額 １１０万円 ５０万円 対象工事費の１／２

補助額（上限適用） １００万円 ５０万円 上限１００万円を超える場合は１００万円
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高台住宅地Ａ’(換地)エリア 
 

のスケジュール等について 
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高台住宅地 Ａ’（換地）エリア 

高台住宅地 Ａ’(換地）エリア 

女川駅北（学校下） A’ 

石浜 A’ 

清水・日蕨 A’ 

荒立・大道 A’ 

桜ケ丘 A’ 

西区 A’ 

小乗浜 A’ 

※（カッコ）内は地権者数。共有は１カウント 

（約８０名） 

（約５０名） 

（約３０名） 

（約５０名） 
（約１００名） 

（約２０名） 
（約３０名） 
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高台住宅地 （Ａ、Ａ’エリア）・災害公営住宅 供給スケジュール 
平成25年度

12～3月 4～6月 7～9月 10～12月 1～3月 4～9 10～3 4～9 10～3 4～9 10～3 4～9 10～3

駅周辺

堀切山

荒立

旭が丘

内山

西区・桜ケ丘

荒立大道

石浜

宮ケ崎

清水・日蕨

小乗浜

平成25年度

12～3月 4～6月 7～9月 10～12月 1～3月 4～9 10～3 4～9 10～3 4～9 10～3 4～9 10～3

女川駅北

荒立・大道

桜ケ丘

西区

小乗浜

石浜

清水・日蕨

平成30年度

防
集
団
地

（
Ａ

）
・
災
害
公
営
住
宅

高
台
住
宅
地
A'

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

バイパス迂回路

旭が丘

西区

（戸建）

西区

（集合）

③ ②

調査・設計

調査・設計

調査・設計

調査・設計

荒立西

自立再建住宅地供給開始

災害公営住宅入居開始

荒立東（１期）

伐採・仮設

造成工事等

陸上競技場跡地 運動場西・女川・ずい道

桜ケ丘

堀切山

荒立・大道①

内山（自立）

石浜

清水・日蕨

小乗浜

荒立東（２期）

※１画地のみ

女川駅北 ずい道

造成計画見直し・画地割調整

造成計画見直し・画地割調整

A' エリア（換地）宅地供給開始

バイパス通行止め準備

荒立東（２期）※６画地
一部前倒し

（約2年）

（仮設住宅撤去後）

A' エリア（換地）個別説明開始

前倒し

（約半年）
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高台住宅地 Ａ’（換地）エリア 仮換地案の個別説明について 

・津波で被災した既存住宅地を今次津波でも浸水しない 

 安全な高さまで嵩上げ造成。 

・被災した宅地を、安全な高台の宅地として換地（再配置）。 

○ 高台住宅地 Ａ’（換地）エリアの目的 

・A’エリアの底地とBCエリアの「課税宅地」を対象に、 

 個別面談での意見等を踏まえて新たに整備される 

 高台住宅地Ａ´エリアに再配置。 

○ 高台住宅地 Ａ’（換地）エリアの土地再配置の考え方 

・完成の早いエリアから順次、個別説明に着手しております。 

・具体的な、換地の案（位置・形状・面積など）については、 

 各エリアごとに、別途個別説明及び調整を行います。 

・関連する法規制についても、合わせて説明を行います。 

○ 仮換地案の個別説明について 

※課税宅地 ： 宅地として課税がなされている土地（居住地等） 
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現行法規制の区域と規制内容 
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 土砂災害防止法※とは、土砂災害のおそれのある区域
について、危険の周知、警戒避難態勢の整備、住宅等の
新規立地の抑制、既存住宅の移転促進等のソフト対策を
推進しようとするものです。 

 土砂災害の種類には、 

  ・急傾斜地の崩壊 

  ・土石流 

  ・地すべり（復興事業地区内に該当箇所なし） 
があります。 

 
※ 「土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律」 

現行の法規制区域と規制の内容について 

○ 土砂災害防止法 
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急傾斜地の崩壊 土石流 

急傾斜地 

現行の法規制区域と規制の内容について（土砂災害防止法） 



凡例 

土砂災害警戒区域 

（イエローゾーン） 

土砂災害特別警戒区域 

（レッドゾーン） 

土砂災害防止法（急傾斜） 

土砂災害防止法について 
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 女川町中心部では、土砂災害防止法のほか、 

 一部の区域において 

現行の法規制区域と規制の内容について 

○ 急傾斜地法 ※ 

※ 「急傾斜地の崩壊による災害の防止に関する法律」 

○ 砂防法 

 の指定を受けているエリアがあります。 

・宅地完成後の急傾斜地等の状況について県が調査を行います。 

・これらの調査に基づき、法規制区域が縮小される見込みです。 

法規制区域に係る今後の見通し 



中心部 土地区画整理事業 

事業計画変更について 
 

（中心部地区第3回／宮ヶ崎地区第2回／荒立地区第2回） 

41 

そ   の   他 
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■ 事業計画変更の主な内容 （中心部地区・宮ケ崎地区・荒立地区） 

 ①硬岩掘削回避のための造成計画見直し 

           ・・・宮ケ崎、堀切山 
  

 ②まちびらきに向けた土地利用計画見直し 

           ・・・駅周辺部（ＪＲ用地、駅舎用地等） 
 

 ③住宅用地の敷地形状変更に伴う道路計画見直し 

           ・・・ずい道、荒立大道③、西区 
 

 ④住宅用地の敷地面積確保に伴う造成計画見直し 

           ・・・清水・日蕨 
 

 ⑤早期整備着手に向けた土地利用計画の見直し 

           ・・・小乗浜 
 

 ⑥その他公共用地の一部見直し 

           ・・・荒立（緑地・道路附帯地） 
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造成計画見直し 

※硬岩掘削回避 

（変更前） （変更後） 

主な計画変更箇所 ～宮ケ崎地区～ 
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（変更前） （変更後） 

主な計画変更箇所 ～駅周辺、堀切山、鷲神浜周辺～ 

土地利用計画見直し 

造成計画見直し 

道路計画見直し 

※硬岩掘削回避 

※住宅用地敷地調整 

※ＪＲ用地、駅舎・温浴施設等 

緑地・道路附帯地の見直し 
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（変更前） （変更後） 

主な計画変更箇所 ～清水・日蕨周辺～ 

造成計画見直し 

※住宅用地の敷地面積確保 
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（変更前） （変更後） 

主な計画変更箇所 ～小乗浜周辺～ 

土地利用計画の見直し 

※道路・河川の形状等 



 ・期 間：平成２６年１１月４日（火）から平成２６年１１月１８日（火） 

午前８時３０分から午後５時１５分まで 

 ・場 所：女川町役場仮設庁舎２階 復興推進課都市計画係 

※変更案への意見書の提出 

 ・期 間：平成２６年１１月４日（火）から平成２６年１２月３日（水） 

 ・提出先  ：宮城県知事あて （※当日消印有効） 
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事業計画変更案の縦覧 

■縦覧に関する問い合わせ先 

  女川町役場 復興推進課 都市計画係  

  電話：０２２５―５４―３１３１ （内線２６６、２３８、２３１）  



48 

高台住宅地の時季、時間ごとの 
日照（日影）量について 

そ   の   他 



冬至 ８時 

女川浜・宮ケ崎エリア 

ずい道 

運動場西 

女川 

堀切山 

宮ケ崎 

清水・日蕨 



冬至 ９時 

女川浜・宮ケ崎エリア 

ずい道 

運動場西 

女川 

堀切山 

宮ケ崎 

清水・日蕨 



冬至 14時 

女川浜・宮ケ崎エリア 

ずい道 

運動場西 

女川 

堀切山 

宮ケ崎 

清水・日蕨 



冬至 15時 

女川浜・宮ケ崎エリア 

ずい道 

運動場西 

女川 

堀切山 

宮ケ崎 

清水・日蕨 



冬至 16時 

女川浜・宮ケ崎エリア 

ずい道 

運動場西 

女川 

堀切山 

宮ケ崎 

清水・日蕨 



 

冬至 ８時 

鷲神浜・旭が丘エリア 

旭が丘 

荒立西 
荒立東 

内山 



 

冬至 ９時 

鷲神浜・旭が丘エリア 

旭が丘 

荒立西 
荒立東 

内山 



 

冬至 14時 

鷲神浜・旭が丘エリア 

旭が丘 

荒立西 
荒立東 

内山 



 

冬至 15時 

鷲神浜・旭が丘エリア 

旭が丘 

荒立西 
荒立東 

内山 



 

冬至 16時 

鷲神浜・旭が丘エリア 

旭が丘 

荒立西 
荒立東 

内山 


